
今年度も残り2か月。大寒を過ぎて、寒さが一層厳しいこの季節でも、子どもたちは元気いっぱい体

を動かして戸外で遊んでいます。この時期は、子ども達も小学校入学や一つ大きいクラスへの進級に期

待が高まってきています。どのクラスも1年間のまとめの時期になりました。残りの日々を大切にしな

がら楽しく過ごしていきたいと思います。 

遊ぶの大好き！1歳児の世界♪ 
「子ども達が夢中になって遊べる環境」をテーマに取り組んできました。「部屋を区切

って小さい部屋のようにして、ままごとスペースを作ってみよう」「電子レンジや冷蔵

庫があったら物の出し入れができて楽しいよね」などと試行錯誤してきました。 

最近の子ども達の様子は、家庭で経験したことを再現することが楽しくなってきています。バックを

腕に通しママになりきって買い物ごっこをしたり、ビーズが入ったボトルなどをジュースに見立てて

「(かん)ぱーい！」と楽しんでいます。人形に布団をかけて「ねんねよ～」と優しく体をトントンして

寝かしつけしたり、ミルクを飲ませたり、「ウンチ、出た！」と、オムツ交換の真似をしたり。「おしり

キレイになった？」と問い掛けると、こちらを振り返って、にっこり。自分がしてもらっていることを

再現し、人形にしてあげているんだな、とほほえましく感じます。また、手作りおもちゃも多く取り入

れています。その中でも特に、牛乳パックで作った犬を歌に合わせて散歩させ

て楽しんでいます。それを見た子も“自分もやりたい！”と、部屋中行ったり

来たりしている姿はとてもかわいらしいです。 

今後も子ども達が“楽しいな”“もっとやりたいな”という遊びができるように日々の保育を工夫し

ていきたいます。 

                     八幡こばと園 もも組（1歳児）担任 齋藤 奈々恵 
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冬真っ盛り、寒い日が続きますが、子どもは風の子、へっちゃら！元気いっぱいに外遊びを満喫し

ています。園庭に数名が集まると、決まって始まる『バナナ鬼』。バナナ鬼とは、鬼ごっこのルール

を子とも達がアレンジしたもので、鬼にタッチされると、その場で立ち止まり両手を頭の上で合わせ

て『バナナ』になるというユーモア溢れる遊びです。様々な集団遊びがありますが、ずっと人気が高

く、バナナのポーズをする姿がとても可愛らしい遊びです。鬼にタッチされ『バナナ』になると、ま

だバナナになっていない仲間たちが鬼の動きを探りながらバナナになった友達に近づき、「○○ちゃ

ん助けにきたよ！」「ありがとう！」と友達を救出します。鬼はそれを阻止すべくあらゆる方向に目

を配り、子どもの遊びとはいえ互いの攻防戦がとってもスリリングで面白いです。時には鬼にタッチ

されたことを認めず「タッチされてないよ！」「（タッチ）したよ！バナナになってよ！」と小さなト

ラブルも、遊びの醍醐味として楽しんでいます。                            

みんなで体を動かし、楽しく遊んで、寒い季節を乗り越えていきます。 

  

八幡こばと園 すみれ組（４歳児）担任 阿部 千夏  

 

こばと園これが旬！みんな大好きバナナ鬼！

 



★「ベビーマッサージ＆ 

ベビーヨガ」 
★バランスボール 

お魚を作って魚釣り！ 
赤ちゃんサロン 

お子さんの手型 

で製作しました！ 

 

 

 

 

近年の暑さを考慮し、今年度から、０歳児たんぽぽ組と１歳児もも組は不参加とした運動会。２～5

歳児の子ども達が、「お父さんお母さんに頑張ってるところをみてもらいたい！」「できるようになった

ことを見てほしい！」と、やる気いっぱいの姿をたくさん見せてくれました。 

かけっこは、どのクラスも、ゴールを目指して一生懸命走る姿がとても格好よかったです。その後の

競技でも、できるようになった「ジャンプ」「跳び箱」「鉄棒」「長縄」など生き生きと笑顔で取り組む

姿が印象的でした。年長のゆり組は、運動会のフィナーレを飾る団体競技に挑戦。一人一人フラッグ  

を手に持ち、曲に合わせてキビキビとフラッグを動かしたり、隊形移動をしたりと会場が息を飲むほど

のものでした。               

こばと園で、小さい頃から一緒に過ごしてきた子ども達が、 

大きく成長した姿を見て、胸に迫るものがあります。 

新田こばと園 フリー保育教諭 小野 郁恵 

新田こばと園の子育て支援センターは開設から24年。 

今年度もたくさんの親子にご利用いただき、最近は特に1歳未満のお子さんと保護者の方が増えてい

ます。子育てサロンでは、親子のスキンシップを大切にという思いから、毎回触れ合い遊びを紹介して

います。歌に合わせて身体を動かしたり、くすぐり遊びと、みんなが笑顔になる時間を過ごしていただ

いています。これからもセンターが、地域のお父さん・お母さん・お子さんが安心して楽しく過ごせる

場所、さらに人とひととがつながる場所となるような事業を実施していきます。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

子どもが笑顔になると、家族も笑顔になれる。「ちょっと話したい」「お友だちを作りたい」「ちょっ

と気分転換をしたい」と思ったら、「こばと園に遊びに行こう！」と思い浮かぶような子育てにつなが

る事業を行っています！      

新田こばと園 主幹保育教諭 早坂いずみ 

 

 

毎回の子育てサロンには、新田地区の民生委員さんの

お手伝いをいただいています。優しく声を掛けてくだ

さり、初めて参加する親子も安心して過ごせています。

子育ては、ひとりでがんばらなくても大丈夫！長年に

わたり、子ども達の成長を地域みんなで見守り、支え合

える環境を作れていることに感謝致します。 

育児講座 

専門の先生のお話を聞きながら、子育てに役立

つヒントを学んだり、情報交換をします。「「バラ

ンスボール」など、保護者の方が身体を動かし

てリフレッシュできる講座もあります！ 

新田八幡こばと園だよりは、ホームページにも掲載してい

ます。こちらからQRコードを読み取って、ご覧ください。 

運 動 会 第 59 回 


